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センターだより

利用者説明会の開催について

利用者説明会を下記のとおり開催いたしますので、参加希望者は、下記申込要領により申込んで

下さい。

記

(1) DATA710 

0 日時等

月日 時間 タイトル 内 容

5月27日 13: 30 ONE CにおけるDBMS「DATA710」
I DATA 710 

（木） 17 : 00 を説明する。

O講 師：日本電気株式会社担当者

0場 所：当センター講習室

O定員： 50名

O受講対象：一般利用者

O資 料：当日配布します。

O申込期間： 4月27日（火）～

O申込先：当センター利用者受付 (06 -87 7 -5 1 1 1 内線 2814) 

（共同利用掛）
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センターだより

AC0S1000の運用について（再掲載）

4月28日（水）でACOS900 (以下「S900」と呼ぶ）のサービスが終了いたします。 5月13

日（木）からはオンライン・サービスを含め、すべてのサービスをACOS1000 (以下「S1000」

と呼ぶ）で行います。 S900から S1000への移行については、現在のオペレーティング・シス

テムR8.lがR8.2にかわりますので、迎用及び利用方法に一部変更があります。変更点及び注意

事項を下記に述べますので、 5月13日からのS1000の利用にあたっては特に御注意下さい。

1 ジョブ区分

ジョプ種別
ジョブ メモリ ・サイズ 出力

クラス
CPU時間

Rモード 記録数
ファイル数星

Vモード

1/100時間 (36秒） 240KW 2000KW 5000 3000 LINK 
E 
〔1/100) 〔120KWJ 〔5000] 〔 OJ 

5/100時間 (3分） 240KW 4000KW 20000 3000 LINK 
A 
〔1/100) 〔120KW〕 C soooJ 〔 OJ 

標 準
25/100時間 (15分） 240KW SOOOKW 20000 3000LINK 

B 
〔1/100] Cl20KWJ 〔5000〕 〔 OJ 

200/100時間(2時間） 240KW 16000KW 20000 3000 LINK 
C 
〔1/100] 〔120KWJ 〔5000〕 〔 OJ 

＝次元 25/lOOU寺間 (15分） 240KW 20000 3000 LINK 

グラフィック
G 
〔1/lOOJ Cl20KWJ 〔5000] 〔 〇〕

磁気テープ
25/100時間 (15分） 240KW 8000KW 20000 3000 LINK 

M 
(1/100〕 (120KWJ 〔5000] 〔 〇〕

XYプロッタ
200/100時間(2時間） 240KW 20000 3000 LINK 

X 
〔1/100〕 (120KWJ 〔5000]〔

T 

OJ 

s s "" 25/100時間 (15分） 210KW 

注 1. 各クラスの下段の〔 〕内は$GO文を使用し、 $LIMITSカードを省略した場合

の既定値。但し、既定値の明示されていないものは各クラスの制限値が既定値となる。

TSSについても同様。

注2. メモリサイズのRモードの制限値は$LIMITSカードの第 2. 第3パラメータの絶

対値の合計。

注3. 出力記録数の制限値はラインプリンタ出カレコード数、リモート出カレコード数及び

カード出力枚数の合計。

注4. 磁気テープはすべて 9トラック、 6250/1600RPI。

注5. オンラインXYプロッタは撤去されますので、 XYプロッタヘの作図はデマンド出力

形式となります。
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2 ファイル

S 900のファイルをそのまますべて、 S1000へ移行させます。 S1000のファイルは消去

いたします。

3 ローカル・バッチ及びリモート・バッチ処理

ローカル・バッチ処理（センター内バッチ処理）については、 7トラックの磁気テープ及び

オンラインXYプロッタが撤去されますので利用できません。 XYフ゜ロッタヘの作図はドラス

テム 9000を利用することになります。

リモート・バッチ処理についての連用• 利用方法は変更ありません。

4 TSS (会話型処理）

4.1 TSS-AFの使用

TSSの処理は、現行のマルチTSS方式からTSS-AF(Time Sharing System-

Advanced Fune tions)と呼ばれる処理システムに変更になります。この TSS-AFへの

改造の目的は、大規模なプログラムの実行を可能にすること、バッチ処理下でのファイルの互

換機能を強化するものです。しかし、 5月からの連用で利用可能となるのは、現行のコマンド

等が使用できる従来のTSSの機能部分に限ります。また、使用方法も次のように変更になり

ます。

① 中断した会話の再開時には、従来では、 "$$$CON,TSn"(nは1か2か3)を入力

していましたが、今後は、 "CTL/A"キー (SOH:Start of Heading)発信または、

"$$$CON,TSS"の入力で、接続することができます。

② TSS-AFで使用できるプログラムサイズが210KWまで拡張されます。

4.2 新規追加機能

次の機能が追加されますので、ご使用下さい。

① ]OUT/DEMANDコマンドによってSYSOUTの内容を検索出力する場合、 LPイメ

ージディスプレイ端末あるいはセンター内のディスプレイ端末で、 SPRINTサプコマンド

が追加されます。表 1.2Aを参照して下さい。

このコマンドが扱える端末タイプは、 N6300系モデル 20/20N・モデル30・モデル50

N(ETOS31)、LPイメージディスプレイ端末 (132桁/1行）に限ります。
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表 1.2A JOUT /DEMANDコマンド

コマンド Iパラメータの形式 Iパラメータの意味 機 ヒレム月

JOUT b{snumb 

DEMAND 
* } 

コマンドも含
む

snumb: 取り扱うジョ 次のタイプのバッチジョブの出力を

ブのSNUMB 端末から扱えるようにする。

名、＊指定の (1) CARDINでJOUT,ROUT(xx) 

ときは、最後 指定して投入したジョブ

にスボーンし (2) リモートバッチで投入したジョ

たバッチジョ プ

ブのSNUMB (3) センタで投入したジョブ

名

ACTIVITY必n 処理すべきアクティビティ番号nを

指定

COPY必rC ; レポートコードreの内容を利用者フ

filedescr ァイルヘコピーする。利用者ファイ

ルヘコビーする。利用者ファイルは

標準TSS形式となる。

FUNCTION? 
D芦 CT必

{ terminalid 
ONL } 

EPRINT 

[b{悶page]}]
PAGEの指定形式（昇

順でなければならない）

{↑ ~m} 〔，{↑~m}J 
-m 〔，{m l 
1-mf 
〕... 

〔｛？ーm},}.. ,m-
HOLD 

問答形式 KILR 〔必re〕

LENG甘切n

端末識別 terminalidのリモートプ

リンタまたはセンタ (ONL)に出力

を向ける。

(]OUTを終了させる）

パラメータにより以下のレポートを

出力する。

ALL : ジョブに含まれる全レ

ボート

re : レボートコードreのみ

rc,page: レポートコードreの指

定ページのみ

なし ：現在のアクティビティ

に含まれる全レポート

ジョプ出力をシステム内へ保存して

おく (JOUTを終了させる）

指定レポートを削除する。

re : 削除するレポートコード

なし：現在のアクティビティに含

まれる全レポート

端末への 1行当りの出力文字数を、

nにする。 nは4の倍数を指定しな

ければならない。
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コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

LIST 〔必ALL〕 ジョプに関連するレポートコードを

リストする。

ALL: ジョプに含まれる全レポ

ートのレポート・コード

と出カクラス名などをリ

スト

なし：現在のアクティビティに

含まれるレボートコード

をリスト

PRINT 連続するプランクが削除されること

［叶詈匡ge〕｝］ を除いてEPRINTと同じである。

RELEASE 出力をシステムから消す。

(JOUTを終了させる）
問答形式

SCAN必re レボートコードreのジョプ出力をス

キャンする。以下の相違点を除いて

SCANサプシステムの問答形式と同

様である。

(1) DONEによってFUNCTION?

レベルに戻る。

(2) SCAN動詞BATCH,REM,

BYE,LENGが使用できない。

(3) FORM? の質問に対して、 DU

MP(コアダンプ）形式が指定可能

SPRINTL必re 指定レポートの内容を、指定ページ

〔，page〕 からLP形式のままで画面 (132桁
X24行）上に表示する。

re ： レボートコード re

の1ページ目表示

re ,page : レポートコード re

の指定ページ表示
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② OLDコマンドおよびLISTコマンドにおいてTSS形式以外のファイルについても直接

取り扱うことが可能になります。

例えば、 BCD形式ファイルをOLDコマンドで指定すれば、 TSS形式に変換されたカレ

ントファイルが作成されます。但し、 RESAVEコマンドで、元のファイルにコヒ°ーしても

自動的には、 BCD形式に変換されませんので、従来のJISJISコマンドあるいは、JISBCD

コマンドを利用して下さい。

③ CARDINサプシステムのRUNコマンドにおいては、英小文データは現行では、強制的に

英大文字に変換していましたが、英小文字データそのまま処理プログラムに引き渡す事が可

能となります。 "CARD FORMAT, DISPOSITION?"の問合せに対し、 DIS-

POSITIONの所に、 "LOWER"または、 "L"と応答することにより可能となります。

しかし、ジョブ制御文中に、英小文字データが存在すれば、エラーになりますので注意して

下さい。表 1.2Bを参照して下さい。

表1.2B CADINサブシステムのRUNコマンド

コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 械

RUN 〔filedescrJ filedescr : バッチに 指定されたファイルを、タプ文字、

投入する 行番号等を編集して、 BCDのカード

ジョプ イメージファイルを作る。

省略時は、 $ SNUMB, $USERID, ***EOF 

カレント を除いた、バッチジョプの場合に必

ファイル 要なすべての制御文が必要である。

と見なさ $USERIDは指定してもよい。省略

れる。 したときは、 CARDINによって作ら

れる。

CARD FORMAT, ASIS 行番号はそのままにして編集しないc

DISPOSITION? 
MOVE 73~80 カラムの空白の部分に行番

備考
号を移す。

(l)CARD FOR- 力
MATの指定は l旦TRIP 行番号を取り除く。

DISPOSI- ド
凶ORM MOVEの機能に加えて、タプ文字tabTIONの指定よ フ

り前になければ オ 〔Ctab,carderrl)〕 を標準タプセッティングで編集し、

問答形式
ならない。 I cardendで指定された文字を、カ

（ファイル
(2) DISPOSI- マ ド終了記号として編集する。

に含める事
TIONは省略可 ツ 標準タプセッティングは、 8.16.3 

ができる）
であり、また組 卜

2.7 3である。み合わせ指定可c

(3)応答はコンマで
区切ること。
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コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 ム取ヒ』

]OUT JOUTサプシステムで、ジョブ出力

を端末で扱うことを指定する。この

指定がなければ、ジョプ出力はセン

タに出力される。

JsOUT(xx) ジョブ出力を、端末識別名xxの端

末に向けることを指定する。

デ STAT 投入したジョブの終了ステータスを

表示する。
イ

TALK ジョプ投入後、端末とプログラムが

ス ダイレクトプログラムアクセスでき

るように接続するように指定する。

ポ これを指定したときはビルドモード

ジ
に戻らない。

旦RGは (n)〕 ジョプの緊急度をnにする。 nが省
シ¢

略されたときは、利用者に許された
問答形式

（ファイル ヨ
最大の緊急度が与えられる。

に含める事 WAIT バッチでのジョプの終了が通知され
ができる） ン るまで、ビルドモードに戻らず、こ

のまま待ち合わせる。

LOWER スポ ンするジョプの英小文字部分

を、そのままSYSINに引き渡す。

省略時は、大文字に変換して渡す。

キャリッジリターン CARD FORMAT応答は必須である。

DISPOSITIONに対して、 T、Wの

指定をしたとき以外は、ジョプ投入

後、即時にビルドモードに戻る。

TAB t,s 〔， S〕••• 最大 7個のタプ文字 tと、合計35個

CHARACTERS 〔；t,s 〔,sJ・・・］・・・ までのタプ位置sをセットする。

AND 

SEITINGS? 
凶ORM : ,8.16.32.73にセット

（カードフォーマット
キャリッジリターン タプ未使用

にA,M,S召踪し

たとき）
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④ テキストエディタでサーチポインタ不動モードの機能が追加されます。

このため、コマンドとして "FIXED"、"NOFIXED"が追加されます。また、モー

ドインディケータとして "F"が追加になり、この不動モードは、 "FIND"・"PRINT"

サブコマンドにのみ有効となります。表 1.2Cを参照して下さい。

例えば、 "-PF;*"とすれば、現在のサーチポインタの位置からファイルの終わりまで

のプリントを行いますが、サーチポインタの位置は不動です。

表 1.2C TEXT EDITORの追加モード・コマンド

モードイン コマンドに リセット用
編集モード ディケータ

よる指定
説 明

による指定 コマンド

ラ イ ン
L LINE STRING • テキスト編集を行単位で行う。

モ ド

ストリング s STRING LINE • テキスト編集を文字列単位で行う。
モ ド

ベリファイ V VERIFY NOVERIFY •編集対象となったテキスト行の内容を
モード

表示する。

• BACKUP , FINDコマンドに対して

は現在行が表示される。

ビフォア B ・通常テキストの挿入は、指定された行
モ ド

や文字列の直後であるが、これを直前

にする。

(INSERT,PASTEコマンド）

オカレンス

゜
• テキスト内に同じ文字列が複数個存在

モ ド
するとき、そのn番目の文字列のみを

処理するのに用いる。

• このモードは、ストリングフィールド

st 1を含むコマンドに限り有効であり、

モードインディケータとしてSを同時

に指定してはいけない。

フィックスト F FIXED NOFIXED ポインタを移動しない（処理後、ポイン
モ ド

タをもとに戻す）モードにする。
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コマンド 機 ム月ヒヒ

（省略形およ パラメータの形式

び派生形） ラインモード ストリングモード

FIND 〔； r〕 ボインタをr行（省略時は 1 な し

「F 行）進める。

FS : st 〔； r〕 ポインタが指している行から ポインタが指している行か

FL 綴り st'ではじまる行をr行 ら、綴り st'をr個（省略

FV 
（省略時は 1行）サーチし、そ 時は 1個）サーチし、 r個

FVS 
れらの行のうち最後の行にポ 目の綴りを含む行にポイン

インタを位骰づける。 タを位置づける。

FVL 
:st1+…+stnC;rJ ボインタが指している行から な し

FF 綴りstl八・・・， stn'をすべて
FFS 含む行をr行（省略時は1行）

FFL サーチし、それらの行のうち

FFV 最後の行にボインタを位置づ

FFVS 
ける。

FFVL : stl -・・・-stn 〔；r〕 ボインタが指している行から な し
ヽ 綴りstl',・・・,stがのいずれ

かを含む行をr行（省略時は

1行）サーチし、それらの行
のうち最後の行にボインタを

位置づける。

PRINT 〔； rJ ポインタが指している行から な し
/ r行（省略時は 1行）プリンp 

PS 
トする。

PL : st 〔； r〕 ポインタが指している行から ポインタが指している行か

PF 
綴り st'ではじまる行をr行 ら綴りst'を含む行をr行

PFS 
（省略時は 1行）サーチして （省略時は 1行）サーチし

プリントする。 てプリントする。

PFL 
:su,st2 〔；r〕 ボインタが指している行から ポインタが指している行か＼ 

綴り st'ではじまる行をサー ら、綴り stl'を含む行をサ

チして、その行から綴りst' ーチして、その行から綴り

ではじまる行までをプリント st2'を含む行までをプリ

する。以上の操作をr回（省 ントする。以上の操作をr

略時は 1回）行う。 回（省略時は 1回）行う。

: stl+…+stn 〔；r〕 ポインタが指している行から な し
綴りst'・・・,stn'をすべて含

んでいる行をr行（省略時は
1行）サーチしてプリントす

る。

:st-・・・-stn(;rJ ポインタが指している行から な し
綴りst',…， st計のいずれか
を含んでいる行を r行（省略

時は 1行）サーチしてプリン
トする。
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⑤ TSS下で、 GMAPサプシステムが追加されます。

従来、 TSS用のGMAPプログラムは、 CARDINサプシステム下で、アセンプルして、

H*ファイルを作成していましたが、 GMAPサプシステム下で、 GMAPプログラムのアセ

ンブル・ローディング及び実行が可能となりました。但し、バッチ用GMAPプログラムは、

従来通りの方法で行って下さい。

変な話？！ ミス・テリー嬢の疑問

計算機能力が向上すれば、センター・サービスは低下する？！

計算機能力、特にCPU速度が、今までの 4~5 倍になれば、おそらく、ターンアラウンド・タイム

も今までより早くなるだろう。そこで、閑散期と呼ばれる11月までは、センター・オープン時間帯

に投入されたJobは、その日の内に出力される。ところで、料金は、どうだろうか？ もちろん料

金も非常に安くなっている。たとえば、 S900で360秒かかって1310円のJobが、 SlOOOでは、 90

秒になって770円になる。確かに早くて安い。しかし、これでは、今までのセンターのオープン時間

帯だけで、ほとんどのJobが処理されてしまう。すると、 17時以降のサービスはどうなるのだろう

か？ はたして、センターは、今までの20時までのTSSサービスは、可能だろうか？ 研究者に

とって、四六時中、計靡機は動いていてほしい、使いたい時に使えるのが理想である。ましてや、

計罪結果が、早く手元に届けば、さらに、次のステップヘ進める。また、料金も安いのだから気が

楽だ。ところで、センターにも御家の事情がある。それは、システム効率と光熱電気料金とのから

みである。計算機を動かせば、それだげ遁気料等は増える、さりとて、 Jobが少なければ、また、

システム効率が悪ければ、赤字になる。そこで、計算機サービス時間帯に制限がくる。早く、安く

なるが、計算機が使えない...…と言うわけで、変な話となる。そこで、センターから一言CMを、

CRJEの奨め! (TSSで7200円も、 CRJEなら 4800円で済む/)
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センターだより

オープン端末機器の変更について（再掲載）

S 1000の搬入にともない本館・入出力棟のオープン端末機器の入れ替えを予定しています。

① TSS端末室（本館2階）

端末機器名 台数 備 考

・キャラクターディスプレイ 5 昭和 57年 7月末撤去 (5台）

• バトミントンプリンター 7 ” (4台）

•APL 2 

・ミニフ゜リンター 1 昭和 57年 7月末撤去

• N6300/50N 15 昭和 57年 7月搬入予定 (15台）

(FDD・プリンター付）

② 特殊端末室（本館 1階）

端末機器名 台数 備 考

・グラフィックディスプレイ 4 

• N 6300/50 (CR・LP付き） 1 昭和57年6月中旬撤去

• N 6300/50 (PTR/P付き） 1 ” 
•OCR 1 

• N6300/50N漢字用 1 

• N6300/50N漠字用 2 昭和 57年6月中旬搬入予定(2台）

(FDD・漠字プリンタ付）

③ 入出力棟 2階

端末機器名 台数 備 二巧-

・グラフィックディスプレイ 4 

• バトミントンプリンター 5 昭和 57年 4月中旬撤去 (2台）

•APL 2 ” 搬入 (2台）

• N6300/50N 5 昭和 57年 7月末搬入予定 (5台）

(FDD・プリンター付）

④ 本館 l階利用者ホール・入出力棟2階

各々の部屋に、 LPイメージ検索端末4台が、昭和57年 9月上旬に搬入される予定になっ

ています。
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センターだより

2400BPS交換回線のサービスについて

当センターでは、昭和 53年度から無手順の 1200BPS交換回線サービスをおこなっています

が、年々交換回線による計罪機利用が増え、データ転送量の多い2400BPS交換回線のサービス

が望まれていました。当センターとして技術的に種々検討をおこなった結果、昭和 57年3月下旬

よりレベル 2B手順の 2400BPS交換回線サービスを開始いたしました。利用する場合には、下

記要領で申請手続および端末機等を設置することにより利用することができます。

なお、詳細については業務掛（内線 2810)へ問合せください。

記

(1) 端末設置申請手続

2400BPS交換回線端末の設置においては、次の申請書を提出する必要かある。

（ア） 端局設置申請書 （大型計算機センター長宛）

弘注1)
（イ） 加入電話接続機器自営届書兼自営設備審査申請五 （電々公社宛）

または

公衆通信回線使用契約申込書 （電々公社宛）

(2) 端末機等の設置

2400 BPS交換回線用に端末を設置する場合は構成図のように機器を構成する必要がある。

電話機

2400 BPS交換回線端末の構成図

NCU・・ い・・・・・端末側で使用する網制御装置 CNCU)として次のいずれかのメーカーの装置

を設置する。

日本電気 KI~

”
 沖電気KK

大阪大学大型,lt罪機センターニュース

DATAX カンイ NCU
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モデム••…••••日本電気 KK の DATAX SP2400FASTモデムを使用

端末機……・・・2400BPSで下図の伝送制御手順仕様で動作する端末。

通信方式 全＿重／半二重

同期方式 独立同期式CSYN同期）

伝送コード JIS7単位＋奇数パリティ

伝送制御手順 レベル 2BCコンテンション）

該当端末 NEAC N6 300/2 OA, N6 3 00/5 ON 

NEAC システム 100

NEAC ACOS 350,450,550 

NEAC ACO S 7 5 0 , 8 0 0 -III 

その他 （注2)

（注 1) 電々公社に申請する書類は 2種類ありますので、いずれの書類で申請するかは機器

の構成等により異なりますので、電々公社へ問合せください。

（注 2) レベル 2B手順の伝送制御ソフトウェアを作成すれば該当端末で記載された以外の

端末も利用することができます。

トピックス/ SPSSー第 9版 近くリリースされる。

第9版の新機能は、 NEWREGRESSION (回帰分析の新版）、 BOX-JENKINS (時系列分析）

MANOVA(一般分散分析）、 SPSS/GRAPHICSオプションの追加、 PIECHART(円グラフ）

BARCHART(棒グラフ）、 LINECH州~TC線グラフ） etc. 

bit Vol. 14 No. 4より
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センターだより

昭和57年度上半期プログラム相談室の担当

昭和57年度上半期のプログラム相談室の担当は次のとおりですので、プログラム相談を受けら

れる方は、 2階のプログラム相談室で相談票に相談事項を記入のうえ御相談下さい。

10:00~12:oo 1:00~3:oo 3:oo~s:00 

氏名：浜重一朗

月 所属：阪大•基礎工学部

専門： FORTRAN・TSS 
氏名：福井正博 氏名：山田稔

火 所属：阪大・工学部 所属：阪大・工学部

専門： FORTR心¥J・TSS 専門： SPSS・FORTRAN 

~ 
氏名：赤井久純 氏名：岩井八郎

水 所属：奈良県立医科大学 所属：阪大・人間科学部

専門： FORTRAN・TSS 専門： SPSS 
氏名：佐藤仁

木 所属：阪大・工学部

専門： FORTRAN・TSS 
氏名：塩野充 氏名：家本修

金 所属：岡山理科大学 所属：阪大・工学部

専門： FORTRAN・PL/I 専門： SPSS-FORTRAN 
氏名：高木達也

土 所属：阪大・薬学部

専門： FORTRAN・TSS 

月

氏名：下野武志 氏名：山田稔

火 所属：阪大・工学部 所属：阪大・工学部

専門： FORTRAN・TSS 専門： SPSS・FORTRAN 

~ 
氏名：山本慶裕

水 所属：阪大・人間科学部

専門： SPSS 
氏名：佐藤仁 氏名：打浪清一

木 所属：阪大・工学部 所属：阪大・工学部

専門： FORTR紅¥J・TSS 専門： LISP・図形処理
氏名：多田栄一 氏名：武知英夫 氏名：家本修

金 所属：阪大・基礎工学部 所属：阿南工業高等専門学校 所属：阪大・工学部

専門： FORTRAN 専門： FORTR紅'-J・TSS 専門： SPSS・FORTR州＼
氏名：高木達也

土 所属：阪大・薬学部

専門： FORTRAN・TSS 

大阪大学：大型，汁麻機センターニュース -14- Vol. 12 No. 1 1982-5 



センターだより

大型計算機利用に伴う利用者旅費について

遠隔地利用者が、センターに出張して計算機を利用する場合には、利用者旅費支給の制度があり

ます。利用者で旅費の支給を希望する場合は、下記要領によりセンター所定の申請書を提出して下

さい。（大学院生及び科学研究費による利用者は旅費は支給できません。）

なお、最近、鉄道運賃等の値上げにより旅費予罪が年々窮屈になってきております。したがって

年度途中において予算額を超過する見込みであれば、出張回数を制限することがありますので、あ

らかじめ御了承願います。

記

日帰り旅行……第5、第 6地区で京阪神地区の利用者（注参照）は、日帰り旅行申請書を利用

希望日の 3日前までに当センター共同利用掛まで提出して下さい。（日帰り出

張回数は、 1人当り月 5回以内とします。）

宿泊を伴うもの•…••京阪神地区以外の利用者は、申請曹を利用希望日の 2 週間前までに当センター

に到着するように所属連絡所及び所属地区協を通じて提出して下さい。（セン

ター滞在日数は、 3日以内で月 1回に限ります。）

0出張利用の承認人数は、 1日3名以内とします。

0旅費は、後日、銀行振込みにより送金します。

0 出張利用に関する問い合わせは、センター共同利用掛 (06-877-5111内線2817)までお

願いします。

（注）京阪神地区の利用者（日帰り旅行適用者）は次の連絡所に所属する者

（第 6地区） 大阪府下の全連絡所

奈良県下 ” 

兵庫県下（姫路工業大学、兵庫教育大学を除く）の全連絡所

和歌山県下（和歌山高専を除く）の全連絡所

（第 5地区） 京都府下（舞鶴高専を除く）の全連絡所

滋賀県下（滋賀大学（彦根市）、滋賀県立短大を除く）の全連絡所

（共同利用掛）
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センターだより

昭和57年度研究開発計画について

昭和 57年度研究開発計画を公募した結果、次の9件の応募があり、昭和57年度研究開発とし

て承認されました。

なお、センターでは引き続き研究開発計画を公募していますので、所定の用紙に必要事項を記入

の上、共同利用掛まで提出して下さい。

申請者 所 属 測 発 課 題

笛野高之 大阪大学基礎工学部 分子の非経験的計算の為のプログラム開発

（継続） 化学工学科

小林 正 大陸大学薬学部 ORTEPによる各種テンソル物理鼠(ESR,

（継続） 薬 学 科 NMRテンソル等）表示のプログラムの開発

冨田佳宏 神戸大学工学部 非適合結合を用いた有限要索再分割

（継続） 機械工学科

北 JII 浩 大阪大学工学部 有限ひずみ弾塑性問題の 3次元解析のための汎用

（新規） 機械工学科 有限要索法プログラムの開発

冨田佳宏 神戸大学工学部 2次元及び軸対称弾塑性大変形解析プログラム

（審査中） 機械工学科 の開発

菊川 健 東海大学工学部 日本科学，学術映像データベースの開発

（継続） 通信工学科

角所 収 大阪大学産業科学研究所 タ・ベースの開発

（新規）

魚崎勝司 大阪大学工学部 統計関係サプルーチンの開発，既開発サプルーチ

（継続） 応用物理学科 ンのFORTRAN77への書きかえ

宮村 修 大阪大学基礎工学部 HLISP REDUCE尊入に伴なう整備

（継続） 共通講座
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「速報」及び「お知らせ」の集録

く速報No.88(1982. 2. 1)より〉

1. ACOSシステム 1000の試用について

ACOSシステム 1000 (以下S10 00と呼ぶ）の正式サービス開始（ローカル・バッチ処

理のみ）が 3月 1日（月）と決まりました。それに先立ち 2月 15日（月）より、運用テストを

兼ねて試用を行います。

① 期間及び時間帯

2 月 15 日（月） ~2 月 19 日（金） 午前 10: oo~ 午後 4: 3 0 

2 月 22 日（月） ~2 月 26 日（金） 午前 1o: oo~ 午後 4: 3 0 

② 処理形態と利用方法

センター内設置機器による利用者のセルフ・サービス入出力によるオープン・バッチ処理の

みで、センター内にはカード・リーダl台、ラインプリンタ 1台、磁気テープ装置 2台 (9ト

ラック、 62 5 0/16 O OR P I)、 デマンド出力用機器 1式が設置されています。

カード入力から結果の取り出しまでの利用方法はシステム 900 (以下S900と呼ぶ）とま

ったく同じです。

ただし、カード・リーダ、ラインプリンタが1台ずつしかありません。一度に多数のジョプ

を入出力されると他の利用者の迷惑ともなりますので、システム内に存在するジョプの数を制

限する改札制限を行います。システム内には計算処理待ち、出力待ち等の状態を含めて 1課題

につき 5件しか投入できません。 6件目以降はジョブ入力時にキャンセルされます。その場合

は計算結果を出力してから再入力して下さい。

試用最終日にラインプリンタに結果を出力されなかったジョプはセンター側で強制的に出力

し、返却棚に返却いたします。

③ 課題番号とパスワード

S 900と同じ課題番号、同じパスワードで利用できます。

ただし、科学研究費による課題番号は利用できません。
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④ ジョブ区分

種別
ジョプ メモリーサイズ

クラス
CPU時間 出力記録数

Rモード Vモード

標準 C 
200/100 

(2時間）
240KW 16000 KW  18000 

磁気 25/100 

テープ
D 
(15分）

240KW 4000KW 6000 

注） l. 各クラスの制限値はすべて S90 0と同じです。

2. カードバンチ機は接続されておりませんので、カード出力はできません。

3. XYプロッタ、三次元等の特殊機器は接続されておりませんので、使用できません。

4. 磁気テープの記録密度は 6250 RP Iか 1600RPIです。

⑤ 基本ソフトウェアと応用ソフトウェア

ジョプ制御言語、コンパイラ、アプリケーション等はすべて S90 0と同じです。

⑥ ファイル

ファイル容鼠は 1課題につき 50LINKとします。

ファイルは S900と共有されておりません。移行については利用者側で行って下さい。

5月連休時にS900のファイルをセンター側でS10 0 0に移行しますので、 S10 0 0のファ

イルは消去されます。 S100 0のフ了イルの必要な方は 4月28日（水）までに磁気テープに

退避させておいて下さい。ファイルの移行及び退避方法についてはPl4「他の課題番号ヘファ

イルを移す方法」を参照して下さい。

⑦ 課金

試用期間中は利用負担金は徴収いたしませんが、 1課題につき利用限度額を20,000円とし

ます。

（システム管理掛・業務掛）

大阪大学大型社坑機センターニュース -18- Vol. 12 No. 1 1982-5 



2. ACOSシステム 1000への運用切り替えに伴なうサービス中止について

昭和 56年 12月 19日に搬入したACOSシステム 1000(以下S1000と呼ぶ）は、テス

ト運用・バッチサービスを経て 5月 13日（木）からACOSシステム 900 (以下S900 と呼

ぶ）からのサービスを全面的にバトンタッチします。

このバトンタッチされる期間は、 S900の解体、撤去、 s10002号機の搬入等で相当の作

業が必要となりますので下記のとおり 5月1日（土）から、 5月 12日（水）まで計算サービスを

中止いたしますので御了承願います。

なお、計算サービス以外のサービス（オープンパンチ等）は平常通り行います。

記

＼ 4/27 28 ⑮ 30 s/1 ② ③ 4 ⑤ 6 7 8 ⑨ 10 11 12 13 
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

I 
システム 900 サービス ‘‘ 

? 

八ヽ
/ 

システム 1000 サービス サービス中止

I 
ヽ

ローカ）レゞ ッチのみ

I 

解体
撤

システム 900 # 1 ／／ /// //  
去

床下整理， 清掃 ／／ '// '// 

システム 1000,f/,1解体，移設 グ／グ／，

システム 1000i2 搬 入
搬入
△ 

システム lOOO'ii'l,'lf2現調
I '/////////// '// 

通信処理装置移設現調 ://'///// 

ハードウェア統合テスト 区z

ACOS-6 プ ス 卜 r////'// 

（業務掛）

14 
金
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3. 自動製図装置のサービスについて

はじめに

自動製図機の利用者にとっては、より速く、より正確な製図機を望む声が大でありました。

このたび、製図装置の強化を計り、自動製図機（東洋電機製DRASTEM-9000 -07)を

導入し 1月 18日（月）よりサービスを開始しました。

1. システムの概要

本システムは大型計算機ACOS-900 Cシステム JI)と通信回線で接続される製図機です。

型式はドラムタイプでAO版相当の作図範囲を高速に描画します。

利用者はフォートランで作成された、作図プログラムをACOS-900 Cシステム JI)で処

理します。その出力結果（ラインプリンターイメージ）及び作図データ（製図機のデータ）は

デマンド・ファイルに格納されます。

通常、利用者はその出力結果が欲しい時、 IDリーダ装置に IDカードを入力すると（デマ

ンド・ファイルに格納されている出力結果をラインプリンター装置に出力を要求するコマンド

が発生）ラインプリンターに出力されますが、作図データを製図機に割り当て要求する、 ID

リーダ装置が現在設置（準備中）されていませんので、暫定処置として、自動製図装置利用ジ

ョブ CFクラス）の出力要求は問合せ端末から行って下さい。

利用者は、サービス時間帯に図形処理装置室に出向き、問合せ端末にて出力要求を行います。

出力要求を正常に受付ますと、出力結果はラインプリンターに出力され、作図データは製図機

に割り当てられます。製図機のCRT端末より割り当てられた作図データを製図機に取り込む

コマンドを発生させます。コマンドが正常に終了するとACOS-90 0 と製図機がオンライ

ン状態となります。利用者は製図機の操作パネルを操作し作図を開始します。

その他の機能としては、作図データをフロッヒ° ・ディスクに格納し、オフラインでそのフロ

ッヒ° ・ディスクから作図を行うことができます。

問合せ端末、製図機の操作法等は図形処理装置室に掲示しています。
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2. システム構成

~ 

口
製図機

フロッヒ°装置

① ：ジョプを入力して、結果をデマンド・ファイルに格納するルート

② ：問合せ端末にて、デマンド・ファイルから出力要求をするJレート

③ ：自動製図装置からデマンド・ファイルの入力要求をするルート

3. 自動製図装置の性能

1. 描画加速度最高 8.5 G C 45度方向）

2. 描画速度最高 106m/分 (45度方向）

3. ペン上下動作回数 100回／秒

4. 有効描画範囲

X軸（ドラム回転） 1200 [mm] 

Y軸（ベルト走行） 841 [mm] 

最大AOサイズ相当の用紙まで使用可能

5. 精度

総合精度士 0.15[mm] 

反復精度土 0.02 [mm] 
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6. 作図ペン

(1) ボールペン 4色（黒，赤，青，緑）

速度設定 106m/分筆圧設定 11811~11H11 

(2) 水性ボールペン 4色（黒，赤，青，緑）

速度設定 70ml分筆圧設定 II 311~II 4 II 

(3) ペンシル 1色（黒）筆圧設定 II 311~llgll 

注意） 通常はボールペンにてサービスをしています。

4. ジョプ制御言語の説明

既存のディジタル・プロッター及びドラフターの作図プログラムを若干のステートメントを

追加するだけで、そのまま自動製図機に描画できます。又、新しい作図用サプルーチンも用意

しています。詳細は自動製図装置の説明会資料を参照して下さい。

ムラヵl
$

 

8カラム

SNUMB 

JOB 

16カラム

C 

課題番号＄パスワード， F ①
 

＄
 

‘

.

,

 x
 

D
 

X

N

 

x

x

H

E

I

 

A

X

D

H

B

 

、

C
.
~

、

|
-
l

Y

N

 

R

A

 

A

R

 

R

T

 

B

R

 

I

O

 

L

F

 

| ② 
＄
 

CALL DEV I CE (11 PLOT 11, 0) 

‘ー
l
¥

CALL VSTERM(0, O) 

$

＄

-

＄

 

GO fHEX 

l BIN 
LIMITIS CPU時間，メモリサイズ， ー2K, レコード数

PLOTl NN □③ 
夕デ

‘ーーし‘

＄ 

***EOF 

ENDJOB 
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説明

1. 自動製図装置 (DRASTEM)を使用する場合は、必ずシステムIIで処理する。又、ジョ

プクラスは必ずFクラスに指定する。それ以外のジョプクラスで処理しますと、作図データ

がカードパンチ出力となりますので注意して下さい。

2. 既存のディジタル・プロッターの作図プログラムを処理する場合、

$ LIBRARY XX を指定します。そして $ FORTRAN, $ GOのオプシ

ョンにBINを指定します。

作図プログラムを下記の様に変更する。

CALL DEVICEC"PLOT", 0) 

CALL XYOPEN C 99) 

l 従来のディジタル・プロッターのプログラム
CALL XYCLOS 

CALL VSTERM(0, O) 

3. ドラフターの作図プログラムを処理する場合

$ LIBRARY DH を指定します。

作図プログラムを下記の様に変更する。

CALL DEV I CE ("PLOT" , 0) 

CALL DAPSTR(-1, 123) 

l ドラフターのプログラム
CALL DAPEND 

CALL VSTERM(O, O) 

4. 新しい作図プログラムで処理する場合

$ LIBRARY AX, DXを指定します。

作図フ゜ログラムを下記の様にします。

CALL DEV I CE (11 PLOT 11 , 0) 

CALL PLOTS 

( 

CALL PLOT(X, Y, 9 9 9) 

CALL VSTERM(O, 0) 
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5. $ PLOTl NN のNNは作図データが格納されるファイルコードを表わし、通常は

40を指定する。ジョプ制御占語の関係でファイルコードをMMに変更する場合、作図プロ

グラムの先頭にCALL DTEST(MM)を追加し、 同時に$ PLOTl MM と指定

する。

注意

0出力結果等を JOUTサプシステムでセンター出力 (DIRECT ONL)しますと、 作

図データーか自動製図機に割り当てられ、他の利用者に迷惑をかけますので、出力結果等

は必ずデマンドファイルに登録する様に指定します。

0上記の理由より、 CARDINサブシステムでJOUTサブシステムの使用を禁止します。

• IDカードを入力してもFクラスジョブは出力の対象外ですので、出力要求は必ず、問合

せ端末にて行って下さい。

（システム管理掛）

4. 昭和 57年度計算機利用申請書の取り扱いについて（省略）

5. 昭和 56年度計算機利用申請書の取り扱いについて（省略）

6. 利用者ファイルの取り扱いについて（省略）

7. 昭和 56年度計算機利用報告書の提出について（省略）

8. 科学研究費による利用期限について（省略）

9. 他の課題番号ヘファイルを移す方法について

ある課題番号下にあるファイルを他の課題番号下に移したい場合、数個のファイルを移すので

あれば、あらかじめ移したいファイルにリード・パーミッションをつけてCPYコマンド等で移

すことができます。ところがファイルの数が多い場合、いちいちコマンドでやると作業最が大変

になり面倒である、という場合FILSYSを用いてファイルを磁気テープに移し（退避）、新

たな課題番号下に磁気テープの内容を移す（復元）ことにより、一度にファイルを移行させるこ

とができます。又、退避テープを保存しておくことにより、課題番号が期限切れになりファイル

が消去されても、新たに課題を申請することによりファイルを復元することもできます。

以下の説明で下線の引いてある部分は次のような意味を持っています。

KADAIBANGO 移すファイルの入っている課題番号

PASSWORD 

NEW-KD 

NEW-PW 

大阪大学大型計罪機センターニュース

II 
のパスワード

移される課題番号

II のパスワード
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CATA-NAME 移すカタログ名

FILEL FILE2, ……・・・移すファイル名

なお、下線以外はそのまま指定して下さい。

(1) テープに退避する方法（セープ）

1

$

 

8 

JOB 

16 

KADA I BANCO$ PAS SWORD, D 

$ FILSYS 

SAV恥 KADAIBANGO, NEWNAM/USER -FI LE/ 

LI STLJKADAI BANGO 

$ TAPE9 PS, AlS,, 99999,, SAVE, 3, DEN16 

注1 注2＄
 

ENDJOB 

注 l. テープ識別名 12文字以内の任意の英数字

2. 記録密度 DEN 16: 1600RP I DEN62 : 6250RPI 

(2) ディスクに復元する方法（リストア）

① すべてのファイルをある課題番号に移す。

l

$

 

8 

JOB 

16 

NEW-KD$NEW-PW, D 

$ FILSYS 

USER IDL..JUSER -FI LE$HANDAI 

／ 

USER I DLJNEW-KD$NEW-PW 

LISTLJNEW-KD 

＄
 

TAPE9 PR, AlS,, 99999,, RESTORE, 3, DEN16 

$ ENDJOB 

② カタログ若しくは特定のファイルを移す。

あるカタログ以下のすべてのファイルを移す。

1 8 16 

$ JOB NEW-KD$NEW-PW, D 

$ FI LSYS 

USER I DLJUSER-F I LE$HANDAI 

RESTORELJUSER-F I LE/CATA-NAME, NEWNAM/NEW-KD/ 

USER IDLJNEW-KD$NEW-PW 
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LI STLJNEW-KD 

$ TAPE9 PR, AlS,, 99999,, RESTORE, 3, DEN16 

$ ENDJOB 

あるカタログ下にある特定のファイルを移す。

1

$

 

8 

JOB 

16 

NEW-KD$NEW-PW, D 

$ FILSYS 

USER IDLJUSER-F I LE$HANDAI 

RESTORELJUSER -FILE/CATA-NAME, NEWNAM/NEW-KD/, 

DOONLY/FILEl, FILE2, ・・・ ……/  

USER I DLJNEW-KD$NEW-PW 

LI STLJNEW-KD 

＄ TAPE9 

ENDJOB 

PR, Al S, , 9 9 9 9 9, , RESTORE, 3, DEN16 

＄ 

（注意事項）

① 移される課題番号のファイル容鼠は、移す課題番号のファイル容鼠と同じかそれ以上で

なければならない。

② 移される課題番号と移す課題番号に同一のカタログ名、ファイル名がある場合、移され

るファイルの内容がこわされる。

③ 課題番号を含めてカタログ／ファイル記述が 9レベル以上ある場合、磁気テープにファ

イルを退避することはできるが、復元はできない。

④ RESTOREのカードが複数枚にまたがる場合、先行するカードの最後が "'ll(カン

マ）で終らなければならない。又 1枚のカードには 72桁以内で記述しなければならない。

⑤ NEW-KD, NEW-PW に移す課題番号を指定することにより、元の課題番号の下

に復元することができる。

1 0. 計算機利用に伴なう利用者旅費の申請期限について（省略）

11. カードロッカーの利用について

1. 利用期間の変更について

昭和 57年度より、カードロッカーの利用期間を次のように変更いたします。

前期 4 月 ~9 月（黄色）

大阪大学大型社麻機センターニュース

後期 10 月 ~3 月（白色）
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2. 整理及び新年度の予約について

年度切替えに伴い学内用カードロッカーを整理いたしますので学内用カードロッカーの利用

者は、 3月20日（土）までに御手数でもカード等をお持ち帰り願います。

なお、期限を過ぎた場合は不要なものとみなし廃棄処分いたしますので十分御留意下さい。

57 年度の前期 (4 月 ~9 月）の受け付けは、 4 月 1 日（木）より行いますので、希望者は利用

者受付で手続きして下さい。（学外利用者の更新手続きについては、電話でも受け付けます。）

できるだけ多くの人に使って頂くため、ロッカーの利用は 1人につき 1個に限ります。

また、カードは指定された場所以外（ロッカーの上、床等）に放置しないよう御注意願いま

す。

カードの紛失等については、センターで貴任を負いませんので御了承願います。

3/20 3/3114/1 

／ 

学内用ロッカ

（この期間は利用できません）
受け付け及び利用期間

学外用ロッカー

利用期間 受け付け及び利用期間

万が一、ロッカーに余裕がなくなれば学外及び吹田キャンパス外の利用者から優先許可する

ことがありますので御了承願います。

（共同利用掛）

12. センター・ライブラリーの不良点について

ガーサイド・ジャラット・マックの方法による実係数代数方程式の解法の単精度用のサプルー

チンGJMNKSに不正な箇所がみつかりました。該当するジョプは再計算しますので、 リストを

利用者受付まで御持参下さい。

サブルーチン名

モード

処理の日付

GJMNKS (倍精度用のGJMNKSDは正常）

HEX, BIN 双方共

1月 16日以前 (1月 18日以降の処理分は正常）

（研究開発部）
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13. SPSSの不良点と機能追加について

11月より SPSSのサービスを開始いたしましたが、下記の不良点が見つかりました。 12月

8日（火）サービス開始前に不良点の修正と機能追加を行いました。不良点に該当する機能を利用

された方は特に御注意下さい。

① CROSSTABSを利用してクロス表を作成した場合、ます目の中の頻度に不正な場合があ

る。（不良点）

② 索データをWRITE CASESでカードに出力する場合、 RAWOUTPUT UNITの

論理機番に 43を使用して直接カードに出力できるようになった。（機能追加）

（システム管理掛）

14. グラフィックに関する懇談会の開催について（省略）

く速報No.89 (1982. 2. 25)より〉

1. 年度切替え時におけるサーピスの休止について（省略）

2. 計算機利用負担金の変更について（省略）

3. ACOSシステム 1000による正式サービス開始について

3月 1日（月）より、システム 1000(以下 S1000と呼ぶ）による正式サービスを下記により開

始いたします。

① 時間帯

月・火• 木• 金

水

土

② 処理形態

10:00~16:30 

13:00~16:30 

10:00~12:oo 

ローカル・バッチ処理のみ
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③ ジョプ区分

ジョプ ジョプ
C P U 時間

メモリー・サイズ
出力記録数 ファイル容星

種別 クラス Rモード Vモード

E 
1/100時間 (36秒） 240 KW  2000KW 5000 3000リンク

〔1/100時間 J 〔120KW〕〔2000KW〕 〔5000]

A 
5/100時間 (3分） 240 KW  4000KW 20000 3000リンク

〔1/100時間 J 〔120KWJ (2000KWJ 〔5000]
標準

B 
25/100時間 (15分） 240KW SOOOKW 20000 3000リンク

C 1/100時間〕 〔120KW: 〔2000KW〕 (5000] 

C 
200/100時間 (2時間） 240KW 16000KW 20000 3000リンク

C 1/100時間 J 〔120KWJ (2000KWJ (5000] 

磁気
D 
25/100時間 (15分） 240KW 8000KW 20000 3000リンク

テープ C 1/100時間］ 020 KWJ 〔2000KWJ 〔5000]

注 1. 各クラスの下段のC J内はLIMITカードを省略した場合の既定値。

2. カード・パンチ、 XYプロッタ、三次元グラフィックは接続されておりませんので使

用できません。

④ ファイル

1課題につき 50リンクとします。

4月29日（木）からのS900から S1000への移行時には S1000のファイル消去いたします。

ファイルの必要な方はテープに退避させておいて下さい。

なお、ファイルの必要な方は、 P5「7.他の課題番号ヘファイルを移す方法」を参照して下さい。

⑤ 利用負担金の徴収

新しい負担金体系で徴収いたします。但し、ファイル使用負担額は免除いたします。負担金

体系については、 P2「2.計算機利用負担金の変更について」を参照して下さい。

⑥ その他

システム900「以下S900と呼ぶ」の運用は、上記S1000と併用運転いたしますが、 S900

のサービスは、 4月28日（水）で終了し 5月 13日（木）からは、全面的にS1000でサービスを

行いますので御注意下さい。

~4/28 4/30 5/1 

S 900 斗

ローカルバッチのみ
S 1000 叶

大阪大学大型計罪機センターニュース

サービス中止
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5/12 5/13~ 

I< 

（システム管理掛・業務掛）
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4. SPSSの不良点について

下記の 2点の不良点がみつかりました。利用者の方はご注意下さい。

① INPUT FORMATカードで"/"を使用し、カードをスキップさせようとした時、

"//"でカードが読み飛ばされない。

2月12日（金）サービス開始前に修正いたしました。

② SAVE ARCHIVEを使用すると "IMPERMISSIBLE PERM WRITE"エラ

ー・メッセージが出力され異常終了する。

現在、調査中。

（システム管理掛）

5. MATHLIB-6の不良点について

ダブルQR法(2)(SCDQR2,WCDQR2)が正常に計冥されないことが判明しました。この

不良点の修正はすでに行われており、処理の日付が下記のものからは、正常に計罪されています。

Rモード(HEX,BIN双方） 2月15日の処理から正常。

Vモード 2月19日の処理から正常。

（研究開発部）

6. 利用者ファイルの取り扱いについて（省略）

7. 他の課題番号ヘファイルを移す方法について（省略）

8. 昭和56年12月25日発生のディスク障害の原因とその対策について

今回発生した障害は磁気ディスク装慨（固定ディスク装骰）の、 HDA(HeadDisk Assemlly) 

と呼ばれる部分において、発生いたしました。このHDAは、磁気ディスク媒体と、磁気ディス

クヘッド、及びリードライト用ICで構成されており、今回の障害の原因は、ディスクヘッド部分

のヘッドコアからのリード線の断線であることが判明しました。この様な障害は当センターでは

初めてのI障害であり、日本電気においてもフィールド障害例はなく、非常に稀な障害であるとの

ことですので、この種の障害の再発の確率は極めて少ないものと思われますが、同時にバックア

ップテープの読み取りエラーを伴ったことが、前日の結果までファイルを回復することを不可能

にした原因ともなり、多数のユーザーに御迷惑をおかけいたしました。これは日々変更されたフ

ァイルだけを磁気テープに蓄えていって、たまったものを 2週間おきに全体的に更新するさい、

更新ファイルをコビーする磁気テープが読み取りエラーを生じていたためで、今後、更新ファイ
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ルの磁気テープのほかに、その前日までの変更を蓄積した磁気テープも残し、 2系統でバックア

ップすることにより、ディスク障害の場合の被害を最小限にくい止めることにしております。

（センター）

く速報No.90(1982. 3. 20)より＞

1. 大学間コンピュータネットワークの利用について

現在、運用中の大学間コンピュータネットワークでは、各大型計算機センターと、電々公社特

定通信回線、公衆電話回線等を介して接続された、リモートステーションやTSS端末から、 D

DXバケット交換網を経由して、遠隔の大型計算機センターをRJEやTSSで利用できますが、

最近、電々公社より、このような使用法は、 DDXバケット交換網と他通信回線の相互接続に該

当するという、新しい判断が示され、相互接続を含んだDDXバケット交換網使用の変更手続を、

各大型計算機センターが電々公社に対して行う必要が生じました。

従って、この変更手続が承認されるまでの間は、上記に該当するリモートステーションやTS

S端末からの大学間コンピュータネットワークによる、他大型計算機センターの利用はご遠慮下

さし'o

2. 交換回線サービス用電話番号変更について

3月29日月曜日より、吹田構内分の交換回線サービス用電話番号が変更になります。

下記の新しい交換回線サービス用電話番号を端末のそばに、掲示して下さい。

交換回線の区別 電話番号 回線速度 回線数

2901(1日2861) 300 10 

吹田構内電話 2 911 (I日2871) 300 3 

2931(1日2891) 1200 5 

般中構内電話
2172 300 6 

2178 1200 1 

06(876)3241 300 5 

外線電話 06(876)2479 300 1 

06(876)5001 1200 3 

3. 利用者講習会の開催について（省略）
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